
の扉①

人生の摩
作詞・作曲 :竹内まりや

■ol Key

:ムに気をつけながら、安定したテンポで演奏しよう。

り返しのある箇所では、記譜が煩雑になつている箇所がある。落ち着いて読譜をしよう。

1クションの雰囲気を感じながら、ニュアンスなどに配慮しよう。
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人生の扉②

A                 E         C♯ 7/E♯    F♯m

は る が 一   ま  た  一        く る   た  び 一

υ  :撃 :  載: 攣: 「
・
F・ T:

 ヽ      ヽ    k
言
・
『

彗＃

　

―

彗

　
―

せ
サ
　

ゝ

／

」

ヽ

Ｊ

く

ゝ

Ｊ

Ｆ

＼

「

／

量

■

■

ョ

ノ

く

ヽ

ｌ

Ｊ

Ｆ

Ｔ

＼

ず       r「

A                 E         C縛 7/E♯    F♯m

／

１

ヽ

ノ

く

ゝ

′

Ｆ

＼

「

／
Ｌ
■

１
／

ヽ
１
″

Ｆ
＼

D                  C♯ m7               Bm7               D/E        E

ひ と つ 一  ―
碁
′‐ V~暮 ~U
と  し  を 一   一  か  さ  ね ―

り   彗:   #・

|

尋:   事. 事 書 署 〒・爾・ 移

　

ヽ

号・

め に う 一   つ  る ―         一 け し き も 一

∪
   F・   言

・
 「
・

`||

F・ 百
・
T:

 ヽ      ヽ    k

1ロリ"・             ¬d口|°          ¬d"L

|

尋・

Bm7                  E                 A                   E     D/G♯   E/G♯

す こ し ―   ず  つ  一 か わ る  よ ―

り
「  戸
° ' 号・ #:  書。 彗ノE.∫ 書. 撃

:  号・

一
υ    θ・      尋  `μ  一        一

「
・   ~`~~~/    fミ

_____ジ
「

F――一一イ
・
   事tj



人生の扉③
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人生の扉④
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人生の扉⑤
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人生の扉⑦
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人生の扉⑨
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人生の扉

春がまた来るたび ひとつ年を重ね
目に映る景色も 少しずつ変わるよ
陽気に|ま しゃいでた 幼い.日は遠く
気がつけば五十路を 越えた私がいる
信じられない速さで 時は過ぎ去ると 知ってしまったら
どんな小さなこ―とも 覚えていたいと 心が言ったよ

I Say it's fun tO be 20

You sげ itヽ 訂eat tO be 30

And they say it's lovely tlo be 40

But l feel it's nico to be 50

満開の桜や 色づく山の1紅葉を
この先いったい何度1 見る.こ とになる.だろう

ひとつひとつ 人生の扉を開 tすては 感じるその重さ
ひとりひとり 愛する人たちのために 生きてゆきたいよ

I say itis fine tO be 60

You say itis‐ alright to be 70

And they say still.騨 Od tO be 80

1But.I'll lrlaybe livo ovor 90

君のデニムの青が 機せてゆくほど 味わい増すように
轟い旅路の果てに 輝く何かが 誰にでもあるさ

I stt it's sad to gd weよ

You slげ it's hard to g帆 older

Anld they say thtt life h鑢 ■o meaning

But l still believe itis wO武h living

But l still believe it's woFth l‐ iving


